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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　成分材料を保持する成分材料モジュールと、
　氷を製造する製氷機および前記成分材料モジュールに連通している分与ノズルと、
を備える統合された飲料調合システムであって、
　前記氷と前記成分材料とは前記分与ノズルを介して飲料容器内に分与され、
　前記成分材料モジュールは、
　冷却ハウジングと、
　前記冷却ハウジング内に配置された成分材料容器と、
　前記成分材料容器と前記分与ノズルとの間に配置された管と、
　圧力の下で前記成分材料容器から前記管を介して前記分与ノズルに前記成分材料を移動
させるデバイスと、を備え、
　前記分与ノズルは、
　前記分与ノズルの内側表面に形成された氷分与導管と、
　前記分与ノズルの壁内に一体的に形成された複数の成分材料導管と、を備え、
　前記成分材料導管のそれぞれは、他の成分材料導管および前記氷分与導管から隔離され
ており、それによって製品および／または香味料混入が回避され、
　前記管は前記分与ノズルの外側表面に配置された前記複数の成分材料導管のうちの一つ
の端と接続されている、飲料調合システム。
【請求項２】
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　前記成分材料モジュールは前記成分材料容器を保持するための保持具を更に備える、請
求項１に記載の飲料調合システム。
【請求項３】
　前記成分材料容器は柔軟な容器であり、また前記保持具は前記成分材料容器からの前記
成分材料の排出を容易にする位置に前記成分材料容器を保持するための、前記成分材料容
器に接続された吊り下げロッドを備える、
　請求項２に記載の飲料調合システム。
【請求項４】
　前記位置は実質的に垂直方向の位置である、請求項３に記載の飲料調合システム。
【請求項５】
　前記管は第１の端部と第２の端部とを有しており、
　前記第１の端部は前記保持具に接続されており、
　前記管は前記成分材料容器からの成分材料の実質的な取出しを保証するために前記第１
の端部から離れたところで開口を備える、請求項１に記載の飲料調合システム。
【請求項６】
　前記管の前記第２の端部は、前記分与ノズルに接続される、
　請求項５に記載の飲料調合システム。
【請求項７】
　前記保持具は前記成分材料容器の外側に圧力が印加されるように第２のデバイスによっ
て加圧される、請求項２に記載の飲料調合システム。
【請求項８】
　前記管に流体連通している貯水容器を更に備える、請求項１に記載の飲料調合システム
。
【請求項９】
　前記貯水容器はマニホルドを介して前記管に流体連通している、請求項８に記載の飲料
調合システム。
【請求項１０】
　前記製氷機を更に備える、請求項１に記載の飲料調合システム。
【請求項１１】
　前記成分材料モジュールは少なくとも１つの飲料香味料を分与する、請求項１に記載の
飲料調合システム。
【請求項１２】
　飲料選択のカスタマイジングを可能にするタッチスクリーン表示装置を備えるメニュー
選択コントローラを更に備える、請求項１に記載の飲料調合システム。
【請求項１３】
　前記複数の成分材料導管は前記氷分与導管の周りに、または近接して配置される、請求
項１に記載の飲料調合システム。
【請求項１４】
　前記冷却ハウジングは前記成分材料容器を周囲条件に維持する、請求項１に記載の飲料
調合システム。
【請求項１５】
　前記冷却ハウジングは前記成分材料容器を食品安全冷蔵温度に維持する、請求項１に記
載の飲料調合システム。
【請求項１６】
　前記成分材料容器は複数の成分材料容器であり、
　前記複数の成分材料容器の各々は、１つの対応する前記管を有する、
　請求項１に記載の飲料調合システム。
【請求項１７】
　成分材料を保持する成分材料モジュールと、
　氷を製造する製氷機および前記成分材料モジュールに連通している分与ノズルと、
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を備える統合された飲料調合システムであって、
　前記氷と前記成分材料とは前記分与ノズルを介して飲料容器内に分与され、
　前記成分材料モジュールは、
　冷却ハウジングと、
　前記冷却ハウジング内に配置された成分材料容器と、
　前記成分材料容器と前記分与ノズルとの間に配置された管と、
　圧力の下で前記成分材料容器から前記管を介して前記分与ノズルに前記成分材料を移動
させるデバイスと、を備え、
　前記分与ノズルは、
　前記分与ノズルの内側表面に形成された氷分与導管と、
　前記分与ノズルの壁内に形成された複数の成分材料導管と、を備え、
　前記成分材料導管のそれぞれは、他の成分材料導管および前記氷分与導管から隔離され
ており、それによって製品および／または香味料混入が回避され、
　前記管は前記分与ノズルの外側表面に配置された前記複数の成分材料導管のうちの一つ
の端と接続され、
　前記成分材料モジュールは、前記飲料容器内に前記成分材料の分与を制御するコントロ
ーラに接続され、前記成分材料の流体レベルが減少した時に前記コントローラが前記成分
材料容器内の吐出し圧力の低下を補償するために吐出し量を調整する、飲料調合システム
。
【請求項１８】
　成分材料を保持する成分材料モジュールと、
　あらかじめ設定された量に氷を取り分ける氷取分け制御モジュールと、
　前記氷取分け制御モジュールおよび前記成分材料モジュールに連通している分与ノズル
と、
を備える統合された飲料調合システムであって、
　前記氷と前記成分材料とは前記分与ノズルを介して飲料容器内に分与され、
　前記成分材料モジュールは、
　冷却ハウジングと、
　前記冷却ハウジング内に配置された成分材料容器と、
　前記成分材料容器と前記分与ノズルとの間に配置された管と、
　圧力の下で前記成分材料容器から前記管を介して前記分与ノズルに前記成分材料を移動
させるデバイスと、を備え、
　前記分与ノズルは、
　前記分与ノズルの内側表面に形成された氷分与導管と、
　前記分与ノズルの壁内に形成された複数の成分材料導管と、を備え、
　前記成分材料導管のそれぞれは、他の成分材料導管および前記氷分与導管から隔離され
ており、それによって製品および／または香味料混入が回避され、
　前記管は前記分与ノズルの外側表面に配置された前記複数の成分材料導管のうちの一つ
の端と接続され、
　前記飲料容器内に分与される前記氷および前記成分材料は、前記統合された飲料調合シ
ステムによって調合される、飲料調合システム。
【請求項１９】
　成分材料を保持する成分材料モジュールと、
　氷を製造する製氷機および前記成分材料モジュールに連通している分与ノズルと、
を備える統合された飲料調合システムであって、
　前記氷と前記成分材料とは前記分与ノズルを介して飲料容器内に分与され、
　前記成分材料モジュールは、
　冷却ハウジングと、
　前記冷却ハウジング内に配置された成分材料容器と、
　前記成分材料容器と前記分与ノズルとの間に配置された管と、
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　圧力の下で前記成分材料容器から前記管を介して前記分与ノズルに前記成分材料を移動
させるデバイスと、を備え、
　前記分与ノズルは、
　前記分与ノズルの内側表面に形成された氷分与導管と、
　前記分与ノズルの壁内に形成された複数の成分材料導管と、を備え、
　前記成分材料導管のそれぞれは、他の成分材料導管および前記氷分与導管から隔離され
ており、それによって製品および／または香味料混入が回避され、
　前記管は前記分与ノズルの外側表面に配置された前記複数の成分材料導管のうちの一つ
の端と接続され、
　前記冷却ハウジングからの空気は、前記分与ノズルのあらかじめ設定された温度を保つ
ように前記分与ノズルへ送り出される、飲料調合システム。
【請求項２０】
　前記分与ノズルは、前記複数の成分材料導管の中心に配置された前記氷分与導管及び前
記複数の成分材料導管を備えるように、プラスチック材料を押出し鋳込射出成形によって
形成されている、請求項１に記載の飲料調合システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般的には飲料香味料／成分材料を分与し、調合／混合し、それによって飲
料、例えばスムージーを製造するための統合された方法およびシステムに関する。より特
定的には本開示は、香味料／成分材料を貯蔵し、これらを分与するためのシステムおよび
方法に関する。本開示はまた、香味料／成分材料分与システムを適所において洗浄するた
めのシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　飲料または飲物、例えばスムージー飲物を作り出すことにおいて初めから終わりまで多
数のステップが関与し、すべてのステージにおいて潜在的問題が起こり得る。飲料を混合
するためにブレンダーポットに氷が加えられた後に、ジュースと任意の追加的果物または
香味料「混入物」が操作者によって同様に加えられる。カップのサイズが選択されて飲物
が注がれる。この最後のステップは、無駄を生む最大の危険性を惹起する。従業員は成分
材料を手で取り分けなくてはならないので、飲物が余るとブレンダーポット内に残される
。この手作業プロセス時の各ステップにおいて、取分け制御は危うくされ、場合によって
は余剰な成分材料のために金銭が無駄になる。
【０００３】
　いったん注文が完了して顧客が自分の飲物を手にすると、このプロセスを完了させるた
めの最後の１ステップ－香味料と病原菌との移転を防止するために香味料／成分材料分与
システムを手作業で洗浄する方法－が存在する。
　分与システムが飲料製造機の内部に、または飲料製造機に関連する場所に配置されるか
により、分与システムは洗浄が極めて困難であるか、不便である可能性があり、このこと
は保守のために必要とされる時間と労力とを増大させる。また香味料混入は、顧客が食物
アレルギーを有する場合に深刻な脅威となり得る。
【０００４】
　スムージーを作り出すためのこのプロセスにおける各ステップは典型的には４分から５
分の時間がかかるが、この時間は顧客にサービスし、またはより多くの飲食物の注文を取
り、最終純益に直接寄与するように、よりうまく費やされ得るであろう。
【０００５】
　スムージーといった上等な飲料は人気上昇中であるが、大抵のクイックサービス・レス
トラン（ＱＳＲ）はクイックサービス業界の時間的制約のためにこれらのオプションを顧
客に提供できない。スムージーを提供することを選ぶこれらのＱＳＲオーナーは、共通の
１セットの難問－主として既存の労力と設備との制約を持ちながら同じフランチャイズ飲
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物を何回も繰り返し販売する方法－に直面している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって１つの統合されたシステムにおいて氷と共に飲料の香味料／成分材料を分与
して混合し、その後の香味料混入なく即座の再使用のために適所で洗浄され得るアセンブ
リの必要性があることは本開示によって見出された。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　氷分与器アセンブリと香味料／成分材料分与モジュールとブレンダー／ミキサー／洗浄
モジュールとを１つの統合されたアセンブリを有する、飲料を分与して混合するためのア
センブリが提供される。
【０００８】
　香味料／成分材料分与モジュールは、冷却ハウジングと、ハウジング内に配置された少
なくとも１つの成分材料容器と、成分材料容器と分与装置との間に配置された成分材料導
管と、圧力によって成分材料容器から成分材料導管を経由して分与装置内に成分材料を移
動させるポンプと、を備える。
【０００９】
　コントローラは、好ましくはメニュー選択とこのメニュー選択に基づく氷の取分けおよ
び成分材料の分与とメニュー選択に基づく調合および／または混合との間に統合された制
御を行う。コントローラはまた、洗浄モードを起動する。
【００１０】
　分与装置は、中心に配置された氷分与導管と氷分与導管の周りに配置された複数の成分
材料導管とを備える分与ノズルであって、各成分材料導管は他の成分材料導管と氷分与導
管とから隔離されており、それによって製品および／または香味料混入が回避される。
【００１１】
　このようにして一実施形態において本開示は、統合された飲料調合システムを提供する
。本システムは、氷取分け制御モジュールと、成分材料モジュールと、氷取分け制御モジ
ュールおよび成分材料モジュールに連通していて氷と成分材料とが分与装置を介して飲料
容器内に分与される分与装置と、を備える。成分材料モジュールは、成分材料ハウジング
と、ハウジング内に配置された少なくとも１つの成分材料容器と、成分材料容器と分与装
置との間に配置された成分材料導管と、圧力によって成分材料容器から成分材料導管を経
由して分与装置内に成分材料を移動させるポンプと、を備える。
【００１２】
　本開示の上記および他の利点および特徴は、下記の詳細な説明と図面と添付の請求項と
から当業者によって認められ理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本開示による飲料を分与して混合するアセンブリの一例示的実施形態の前面斜視
図である。
【００１４】
【図２】図１の飲料を分与して混合するアセンブリの側面図である。
【００１５】
【図３】図１の飲料を分与して混合するアセンブリの前面図である。
【００１６】
【図４】図１の飲料を分与して混合するアセンブリの上面図である。
【００１７】
【図５】図１の飲料を分与して混合するアセンブリの分解図である。
【００１８】
【図６】氷製造および取分けモジュールと氷分与モジュールとの各々を描写するために前
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面左側部分が切り取られた本開示のシステムの上前部左側斜視図である。
【００１９】
【図７】本開示による統合された氷製造貯蔵容器および取分け制御アセンブリと分与ノズ
ルと向き合って配置された１対のミキサー／洗浄モジュールとの部分的前部断面図である
。
【００２０】
【図８】本開示による成分材料分与モジュールの前面斜視図である。
【００２１】
【図９】図８の成分材料分与モジュールの側面図である。
【００２２】
【図１０】図８の成分材料分与モジュールの前面図である。
【００２３】
【図１１】図８の成分材料分与モジュールの上面図である。
【００２４】
【図１２】図１３の成分材料分与モジュールの分解図である。
【００２５】
【図１３】本開示による成分材料分与モジュールの前面斜視図である。
【００２６】
【図１３ａ】図１３の成分材料分与モジュールを使用するための接続装置である。
【００２７】
【図１４】本開示による香味料／成分材料分与モジュールの前面斜視図である。
【００２８】
【図１５】本開示によるアイスシュートおよび成分材料分与ノズルの上前面斜視図である
。
【００２９】
【図１６】線９－９に沿った図８のノズルの断面図である。
【００３０】
【図１７】本開示による支持バーを有する成分材料分与カセットの上前右側面斜視図であ
る。
【００３１】
【図１８】本開示の香味料／成分材料分与モジュールの透視による斜視図である。
【００３２】
【図１９】本開示によるシステムの一例示的実施形態の前面平面図である。
【００３３】
【図２０】本開示によるシステムの一例示的実施形態のブロック図である。
【００３４】
【図２１】本開示によるネットワークゲートウェイとフロントパネル表示装置コントロー
ラとブレンダー／ミキサーおよび洗浄モジュールコントローラと氷の製造及び取り分けコ
ントローラとのブロック図である。
【００３５】
【図２２】本開示による分与と調合／混合と洗浄とのための方法の一例示的実施形態のフ
ローチャートである。
【００３６】
【図２３】本開示による成分材料／香味料と添加物と給仕カップサイズとを選択するため
のコントローラステップのリストである。
【００３７】
【図２４】本開示による、予め選択された給仕カップ内に成分材料を分与することと、ど
のブレンダー／ミキサーモジュールが起動されるべきかを選択することと、選択されたブ
レンダーを起動することと、のためのコントローラステップのリストである。
【００３８】
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【図２５ａ】本開示によるシステム・セットアップ・モードのためのコントローラステッ
プと表示とのリストである。
【図２５ｂ】本開示によるシステム・セットアップ・モードのためのコントローラステッ
プと表示とのリストである。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　図面、特に図１～５を参照すると、本開示による飲料を分与して混合するアセンブリ（
「アセンブリ」）の例示的実施形態が一般に参照符号１００によって参照される。アセン
ブリ１００は、氷を製造し、香味料／成分材料と氷とを給仕カップ１５内に分与し、それ
から飲料を形成するために調合または混合する。このような１つの飲料は例えば、好まし
くは共に混合された香味料／成分材料と氷とを含むスムージーである。アセンブリ１００
は、内蔵型の製氷・氷貯蔵および取分け制御モジュール３００と香味料／成分材料分与モ
ジュール１１００とブレンダー／ミキサー／洗浄モジュール３０３とを有する。アセンブ
リ１００は、製氷・氷貯蔵および取分け制御モジュール３００と香味料／成分材料分与モ
ジュール１１００とブレンダー／ミキサー／洗浄モジュール３０３とを１つの統合された
アセンブリとして示している。製氷・氷貯蔵および取分け制御モジュール３００と香味料
／成分材料分与モジュール１１００とブレンダー／ミキサー／洗浄モジュール３０３との
うちの１つ以上がアセンブリ１００から離れ得ることは本開示によって考えられているが
、これらはすべて単一のアセンブリ１００に統合されることが好ましい。すなわち製氷・
氷貯蔵および取分け制御モジュール３００と香味料／成分材料分与モジュール１１００と
ブレンダー／ミキサー／洗浄モジュール３０３との垂直配置は、３つの別々の異なる機械
と比較してアセンブリ１００のサイズとその関連床設置面積とを縮小する。
【００４０】
　アセンブリ１００は、下部壁６と上部壁７と側壁１１および１２と最上部壁１３とを含
むハウジング１を有する。下部壁６は容器保持具部分２０を有する。ハウジング１は、カ
ップ保持具１４を固定するカップ支持具４および５をアセンブリ１００に接続する。カッ
プ保持具１４は、このカップ保持具内にカップ１５を取り出し可能に保持する。カップ１
５は、使い捨て可能または再使用可能な単一の給仕カップであり得る。カップ１５が例え
ば紙またはプラスチックのカップのように使い捨て可能である場合、カップ１５内に分与
されて混合された飲料は、飲料を給仕カップに注入するステップをなくして、更なる容器
を洗浄するために必要とされる労力をなくして直接顧客に提供されることが可能である。
カップ１５は、例えば約１０オンスから約３２オンスといった任意のサイズであり得る。
【００４１】
　図６および７は、香味料／成分材料分与モジュール１１００と製氷・氷貯蔵および取分
け制御モジュール３００と分与ノズル３０４の相対する両側に配置された１対のブレンダ
ー／ミキサー／洗浄モジュール３０３とを備える本開示による統合されたアセンブリ１０
０の概観を示す。更にアセンブリ１００の態様は、２００９年１２月８日に出願された「
ＡＮ　ＩＮＴＥＧＲＡＴＥＤ　ＭＥＴＨＯＤ　ＡＮＤ　ＳＹＳＴＥＭ　ＦＯＲ　ＤＩＳＰ
ＥＮＳＩＮＧ　ＡＮＤ　ＢＬＥＮＤＩＮＧ／ＭＩＸＩＮＧ　ＢＥＶＥＲＡＧＥ　ＩＮＧＲ
ＥＤＩＥＮＴＳ」と題する、米国特許出願番号１２／６３３，７９０、現在米国特許番号
８，４５９，１７６号の付与された同時係属中の米国特許出願に更に詳細に論じられてい
る。
【００４２】
　図８～１７を参照すると、香味料／成分材料分与モジュール１１００が示されている。
図１２を参照すると香味料／成分材料分与モジュール１１００は、成分材料ハウジング１
１１０を有する。成分材料ハウジング１１１０は、例えば圧縮器と凝縮器と膨張弁と蒸発
器とを含む蒸気圧縮サイクルといった冷却サイクルを含み得る。圧縮器と凝縮器と膨張弁
と蒸発器とのうちの１つ以上は、香味料／成分材料分与モジュール１１００と一体にされ
得るが、または香味料／成分材料分与モジュール１１００から切り離すことも可能である
。例えば圧縮器は望ましくない雑音を作り出す可能性があり、アセンブリ１００から切り
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離して配置され得る。
【００４３】
　成分材料ハウジング１１１０は、１つ以上の保持具またはカセット１１１５を冷却でき
る。保持具１１１５は各々、吊り下げロッド１１１６（図１７を参照のこと）を介して柔
軟な容器（図示せず）を保持する。柔軟な容器は、例えば飲料のための成分材料を入れる
バッグであり得る。吊り下げロッド１１１６は、容器を支持するために柔軟な容器の最上
部の孔に通すことができる。成分材料は、成分材料が食品安全温度に保持されるように成
分材料ハウジング１１１０によって保持具１１１５内に貯蔵されている間、冷却され得る
。もう一つの方法として、成分材料ハウジング１１１０は、保持具１１１５と保持具内の
容器とを大気温度に保つことができる。バッグは２．５ガロンバッグであり得る。成分材
料は、香味付けされた液体または混合物であり得る。保持具１１１５内の容器の各々は、
異なる成分材料を保持できる、またはもう一つの方法として、容器の２つ以上が同じ成分
材料を保持できる。成分材料ハウジング１１１０は、ドア１１１１と車輪１１１３とを有
する。
【００４４】
　図示の実施形態では柔軟な容器は、柔軟な容器からの成分材料の最大抽出を保証するの
を助ける垂直配置に保持されるであろう。しかしながら本開示は保持具１１１５と保持具
内に配置された柔軟な容器とのために水平配置を考えている。この水平配置では各保持具
１１１５は、ガイドを使用して成分材料ハウジング１１１０内にスライドするであろう。
保持具１１１５の背後に配置されたコネクタは、これも成分材料ハウジング１１１０の背
後にある接続管１１１７に保持具１１１５内の柔軟な容器を接続できる。
【００４５】
　保持具１１１５の各々はこれに接続された接続管１１１７を有するので、成分材料は柔
軟な容器から接続管１１１７の一方の端部に流入し、また他方の端部から流出する。接続
管１１１７は柔軟な容器と一体に形成され得るが、またはもう一つの方法として柔軟な容
器上に接続管１１１７および／または保持具１１１５との接続を可能にするコネクタが存
在し得る。接続管１１１７は、保持具１１１５と柔軟な容器とに接続された接続管１１１
７の端部に開口またはギャップ１１１８を有する（図１３ａを参照のこと）。ギャップ１
１１８は、容器内に配置された香味料／成分材料の実質的にすべてが容器（図示せず）の
つぶれるという懸念なしに取り出されることを可能にするための小さな開口部またはノッ
チである。容器はその内容物が空になるとそれ自体でつぶれて、これに接続された接続管
１１１７の開口部を閉鎖する可能性がある。これは、柔軟な容器からの香味料／成分材料
の更なる抽出を妨げるであろう。ギャップ１１１８は、成分材料を保持している容器が接
続管１１１７の端部に亘ってつぶれた状況においても、より多くの成分材料が抽出される
ことを可能にする。
【００４６】
　各保持具１１１５の接続管１１１７は、基部１１２０を貫通する導管１１１９に接続さ
れる。図１３に示されているように導管１１１９は、ポンプラック１１２３に接続し得る
。ポンプラック１１２３は、アセンブリ１００から成分材料を例えばカップ１５に分与す
るために保持具１１１５内の柔軟な容器から接続管１１１７を経由して導管１１１９と流
路導管１１３０と分与器ノズル３０４とに成分材料の取分け分を選択的に移動させる１つ
以上のポンプ１１２５を有する。氷と成分材料とはカップ１５内に分与されるが、汚染を
防止するためにカップ１５内に分与されるまでは互いに隔離されている。各保持具１１１
５には各成分材料のための成分材料分与器管が存在し、ノズル３０４には１つの氷ノズル
が存在する。ノズル３０４内の中心に配置されたアイスシュート導管１１２６と複数の香
味料／成分材料分与装置１１２７とを備えるために射出成形によってプラスチック材料か
ら形成されたノズル３０４を理解するためには図１５および１６を参照されたい。
【００４７】
　図１４に示されているように導管１１１９はポンプ１１２５に接続できる。ポンプ１１
２５は、アセンブリ１００から成分材料を例えばカップ１５に分与するために保持具１１
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１５内の容器から接続管１１１７を経由して導管１１１９と流路導管１１３０と分与器ノ
ズル３０４とに成分材料の取分け分を選択的に移動させる。ポンプ１１２５は、隔膜を含
み得る空気ポンプであり得る。ポンプ１１２５はまた、圧力ポンプまたは蠕動ポンプであ
り得る。ポンプ１１２５が圧力ポンプであるときポンプ１１２５は、柔軟な容器に印加さ
れる一定圧力を保持具１１１５内において付与する。保持具１１１５は、これが有効であ
るために密封されなくてはならないであろう。ソレノイドは、柔軟な容器からの成分材料
の流れを調整できる。以下に論じられるように柔軟な容器に印加される圧力とシステムの
インピーダンスとが既知であるとすれば、ソレノイドが開かれたとき成分材料は既知の速
度で柔軟な容器から流出するであろう。この圧力ポンプシステムは、パルプといった「繊
維状」構成要素を含む成分材料のために特に効果的であることが分かっている。
【００４８】
　例えば果物ベースといった成分材料の取分け分は、時間によって制御され得る。コント
ローラは、保持具１１１５内の柔軟な容器から供給された果物ベースの量を測定すること
によって精度を維持する。保持具１１１５内の容器内で液体レベルが下がると、コントロ
ーラは保持具１１１５内の容器内のヘッド圧力の低下を補正するためにより長い供給時間
を割り当てる。ポンプ１１２５は容積式であることが可能であり、コントローラは時間ベ
ースでポンプを制御する。時間は、取分け精度を制御するために調整され得る。アセンブ
リ１００は製氷・氷貯蔵および取分け制御モジュール３００からの氷だけをカップ１５内
に分与でき、香味料／成分材料分与モジュール１１００からの成分材料を分与することは
できない。
【００４９】
　貯水容器（図示せず）は成分材料ハウジング１１１０内に在り得るが、またはもう一つ
の方法として成分材料ハウジング１１１０から離れて配置され得る。いずれの実施形態に
おいても貯水容器は機械によって作られる飲料に水を供給するために使用され得る。更に
貯水容器は、適所において分与モジュール１１００を洗浄するために使用され得る。この
機構は、分与モジュール１１００を清浄に保つことと、異なる成分材料または香味料が成
分材料ハウジング１１１０から切替えられるときに香味料混入を防止することのために必
要とされる労力の量を大幅に減少させるという利点を有する。貯水容器は、成分材料を分
与器ノズル３０４に分与するための流路上の任意の地点に接続され得る。例えば貯水容器
は、接続管１１１７、導管１１１９または流路導管１１３０のいずれにも接続され得る。
図１８に示されているようにマニホルド１２００は、手作業によるかソレノイド弁の使用
によるか、いずれかによって貯水容器をこれらの構成要素に接続するために使用され得る
。
【００５０】
　洗浄のために、成分材料分与システムを介して清浄な水が流され得る。もう一つの方法
として貯水容器および／またはマニホルド１２００には、洗剤が入れられることもあり得
る。洗剤は、液体または錠剤の形であり得る。水および／または洗剤は上記のように香味
料／成分材料分与システムを通して循環させられ、それから成分材料ハウジング１１１０
から排出される。それから貯水容器は、システム内には残された残留洗剤化学薬品が存在
しないことを保証するために再び満たされて浄化される。それから貯水容器は、再充填さ
れる。
【００５１】
　図２０は、別々ではあるが相互接続されていることを識別する制御基板の構造を示す。
これは、コントローラ全体を再設計せずに追加の基板が加えられることを可能にする設計
における柔軟性を有する。図２１は、他の制御基板を相互接続するコンピュータと同様に
、操作者が飲料を選択するための図１９に示されるコントロールパネル５００のようなボ
タンパネルを組み込んだユーザインタフェースコントローラ４０１を示す。通信基板制御
基板４０２は、種々の方法（ウェブ、モデム、ＵＳＢなど）との通信のためのゲートウェ
イを備える。ミキサー基板４０３および４０４は、ミキサー・ブレンダーブレード２５５
と直線状スライド２４０との動作のための論理コントローラを有するミキサー制御基板で
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ある。スマートリレー基板４０５は、製氷・氷貯蔵および取分け制御モジュール３００と
香味料／成分材料分与モジュール１１００とミキサースピンドル・モータ２４０と直線状
スライド２４１と水ソレノイド２８０と空気ソレノイド２２０ａとのための切替えリレー
を収容する制御基板である。Ｃバス４０６は通信相互接続部である。Ｐバス４０７は基板
間の有線相互接続部である。
【００５２】
　図２１は、アセンブリ１００の入力部と出力部とを示すブロック図である。ネットワー
クゲートＣモッドバス通信モジュールは、モデム、インターネットなどを経由する通信を
可能にする。フロントパネルＣＣＡユーザインタフェースは、モノクロＬＣＤと薄膜ＫＢ
とＵＳＢｉ／ｏとを含む。ブレンダーコントローラは、カップ１５の存在とスピンドルの
定位置とを決定するブレンダー／ミキサー／洗浄モジュール３０３からのセンサー入力を
受信し、またミキサーモータとリニアー駆動モータとを起動することと水および空気ソレ
ノイド信号とのための制御論理を有する。ブレンダーコントローラは、シロップ・ソレノ
イド・ドライバと水ソレノイドドライバとシロップバッグ存在検出とシロップ温度とを含
む冷却システムの制御を取り扱うためのコントローラを有する。ブレンダーコントローラ
は、氷の温度と貯蔵容器内の氷のレベルと低温警報と分与器位置とを監視する更なる機能
を有する。
【００５３】
　定義語、頭字語および省略語は下記を含み得る：
【表１】

【００５４】
　図１９および２０を参照するとアセンブリ１００は、統合された成分材料分与ユニット
と最大４つの混合ユニット（通常の構成では２つから拡張可能）とユーザ操作のための制
御パネルとからなる「スムージー製造機システム」であり得る。
【００５５】
　図２１に描かれているように本システムは、スマートリレーＣＣＡと２つのミキサーＣ
ＣＡ（通常の構成）と外部通信のための任意選択的通信基板とユーザインタフェース・コ
ントローラ基板とを使用して設計される。サブシステム基板のすべては、ＭＯＤＢＵＳプ
ロトコルとＲＳ－４８５物理リンクとを使用して互いに通信する。
【００５６】
　スマートリレーＣＣＡは、本システムの製氷機および香味付けアセンブリ／サブシステ
ムの分与制御と監視と安全とに関与する。またスマートリレーＣＣＡはスムージーシステ
ム制御電子回路のための電力およびモッドバス・ハブを備える。
【００５７】
　ブレンダーコントローラＣＣＡは、ブレンダー／ミキサー／洗浄モジュール３０３とい
ったシステム、ブレンダーアセンブリ／サブシステムの位置と速度と洗浄と安全管理とに
関与する。これはブレンダーブレードと水および空気ポンプとを制御し、カップ存在とド
アスイッチとを感知する。
【００５８】
　ユーザインタフェース・コントローラ基板は、モノクロＬＣＤ表示装置と制御および構
成のための薄膜キーパッドとからなる。
【００５９】
　図１９～２５ｂを参照すると本開示の一例示的実施形態の機能要件が示されて説明され
ている。
【００６０】
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　本システムは、下記のための構成の方法を持つべきである：
１．混合プロファイル
２．特定の流体選択（表示された２５４からｘ）［ＳＦＲ－１０１］
【００６１】
　本システムは、ＳＤカードが挿入されたときにアイドル状態であれば自動的に構成ダウ
ンロードメニュー状態になるべきである。［ＳＦＲ－１０２］
【００６２】
　ユーザインタフェースは、セットアップモードにおける温度表示のための度数の華氏／
摂氏選択を持つべきである。［ＳＦＲ－０１３］
　ＳＦＲ：００９分与器香味料
【００６３】
　１サービス当たりの香味料の最大数は３であるべきである。［ＳＦＲ－００９］
【００６４】
　ＳＦＲ：０１０　１サービス当たりの香味料の最小数は、氷だけを分与するのでなけれ
ば、１とすべきである。［ＳＦＲ－０１０］
【００６５】
　香味料選択状態は、問い合わせの香味料に対応するボタンを押すことによってトグルさ
れるべきである。［ＳＦＲ－０１１］
【００６６】
　１サービス当たりの香味料の最大数に到達するとシステムは、如何なる追加香味料の選
択も許すべきでない、選択されない香味料は除外される。［ＳＦＲ－０１２］
【００６７】
　ユーザは、ＣＡＮＣＥＬボタンを押して所望の香味料を選択することによって香味料選
択を変更できるべきである。［ＳＦＲ－０１３］
【００６８】
　ユーザは、最初に香味料を選択取消しし、それから所望の香味料を選択することによっ
て香味料選択を変更できるべきである。［ＳＦＲ－０１４］
【００６９】
　ユニットは、香味料の使用サイクルを監視して、香味料不足の早めの警告のためにユー
ザに対し各香味料の低レベルを表示装置上に示す。
分与器添加物
【００７０】
　添加物は、新鮮な果物とヨーグルトとの２つのタイプの選択からなる。ヨーグルトだけ
が自動的に分与され、分与される代わりに新鮮な果物は、手作業で追加されなくてはなら
ない。新鮮果物選択は、分与される量を計算するために使用される。果物は氷と果物とを
受け取る前にカップに入れられる。
【００７１】
　選択可能な添加物の最大数は３であるべきである。［ＳＦＲ－０１５］
【００７２】
　選択される添加物の最小数は０であるべきである。［ＳＦＲ－０１６］
冷却された基部（香味料貯蔵器）
【００７３】
　果物香味料とヨーグルトとは、３４０°Ｆ～３８０°Ｆの間の製品温度を維持するよう
に設計された冷却基部に貯蔵されるべきである。［ＳＦＲ－０８３］
【００７４】
　基部は最大８つの香味料を収容するように設計されるであろう（一般市場に関しては６
つの香味料がデフォルトである）。［ＳＦＲ－０８４］
【００７５】
　基部設計は、香味料がＭｙｌａｒ（登録商標）の「ボックス入りバッグ」包装に貯蔵さ
れ得るようになされるであろう。［ＳＦＲ－０１７］
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【００７６】
　ＳＦＲ：０１８　基部は、香味料ポンプ（最大８個）とすべての関連供給管と空気ソレ
ノイドスイッチとを収容するであろう。［ＳＦＲ－０１８］
【００７７】
　基部は、ユニットの前面から凝縮空気を取り入れ、また放出するように設計されるであ
ろう。［ＳＦＲ－０１９］
【００７８】
　基部の寸法は、２６インチ幅Ｘ３３インチ深さＸ３２インチ高さであるであろう。［Ｓ
ＦＲ－０２０］
【００７９】
　基部は、洗浄のためのユニットの後部へのアクセスを可能にするためにキャスター上に
取り付けられるであろう。［ＳＦＲ－０２１］
【００８０】
　基部は、ＮＳＦおよびＵＬ要件を満たすように設計されるであろう。［ＳＦＲ－０２２
］
【００８１】
　基部は、管が分与領域に入ることを可能にするために最上部に開口部を有するであろう
。［ＳＦＲ－０２３］
【００８２】
　基部は、分与ノズル（ＮＳＦ規格による）に対して製品温度を維持するために分与器セ
クションへの送風及び返風のための方法を提供するであろう。［ＳＦＲ－０２４］
【００８３】
　基部冷却システムは２２０Ｖ／５０Ｈｚ（ヨーロッパ要件）の選択肢オプションを持ち
ながら１２０Ｖ／ＡＣを必要とするであろう。［ＳＦＲ－０２５］
製氷
【００８４】
　スムージー製造機は、内蔵式製氷機能を有するであろう。
【００８５】
　本デバイスは、製氷機能に加えて９ｋｇの氷を貯蔵するための製氷機能力を持つべきで
ある。［ＳＦＲ－０２６］
【００８６】
　製氷機は、硬い塊氷を生成すべきである。［ＳＦＲ－０２７］
【００８７】
　製氷機は、１日当たり最小２４０ポンドの氷を製造する能力を持つであろう。［ＳＦＲ
－０２８］
【００８８】
　製氷機は、１２０Ｖ／６０Ｈｚ＋／－１０％で動作するように設計されるであろう。［
ＳＦＲ－０２９］
【００８９】
　製氷機は、ヨーロッパ用の２２０Ｖ／５０Ｈｚ動作＋／－１０％の規定を持つべきであ
る。［ＳＦＲ－０３０］
氷分与
【００９０】
　氷は通常、スムージー製造プロセス時に分与されるが、ただ単に分与されることも可能
であろう。
【００９１】
　本システムは、単独的方法での（すなわち香味料も水もなしでの）氷の分与を可能にす
べきである。［ＳＦＲ－０３１］
【００９２】
　氷は、種々の飲物カップサイズのためのサイズ合わせを考慮する取分け量で分与される
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べきである。［ＳＦＲ－０３２］
【００９３】
　氷の量は、＋１０％の精度で分与されるべきである。［ＳＦＲ－０３３］
【００９４】
　本システムは、氷だけ分与のためのボタンを備えるべきである。［ＳＦＲ－０３４］
【００９５】
　「氷だけ」ボタンを選択したとき本システムは、カップサイズ選択に進むべきである。
［ＳＦＲ－０３５］
【００９６】
　「氷だけ」ボタンは、香味料が選択されないときだけ利用可能になるべきである。逆に
香味料を選択したときには、「氷だけ」ボタンは使用不能にされるべきである。［ＳＦＲ
－０３６］
【００９７】
　分与器流体流路における洗浄を可能にするためにサービス保守モードが存在すべきであ
る。［ＳＦＲ－１００］
カップサイズ選択
【００９８】
　本システムは、顧客によって決定された更なるカップサイズのための規定によって小、
中、大、特大のカップサイズ選択を可能にすべきである。［ＳＦＲ－０３７］
【００９９】
　ユニット上のカップ貯蔵のために設備が作られるであろう。［ＳＦＲ－０３８］
【０１００】
　カップサイズ選択は、分与プロセスを始動させるべきである。［ＳＦＲ－０３９］
【０１０１】
　構成可能な容積を有する最大５つの構成可能なカップサイズが存在すべきである。［Ｓ
ＦＲ－０４０］
【０１０２】
　カップは、飲物選択に先立って分与ノズルの下に置かれるべきである（読者に話すべき
ＵＩなし）。［ＳＦＲ－０４１］
分与
【０１０３】
　分与プロセスは、成分材料の分量、水と氷と選択された香味料／添加物とを計算するた
めのサイズ合わせ因子としてカップサイズを使用すべきである。［ＳＦＲ－０４２］
【０１０４】
　分与される成分材料と分量とは、混合プロファイルを決定するために使用されるべきで
ある。［ＳＦＲ－０４３］
【０１０５】
　果物香味料成分材料は、空気駆動香味料ポンプを使用して届けられるべきである。［Ｓ
ＦＲ－０４４］
【０１０６】
　香味料ポンプは、冷却空間に配置されるべきである。［ＳＦＲ－０４５］
【０１０７】
　香味料ポンプは、保守修理のための容易なアクセスのために取外し可能であるべきであ
る。［ＳＦＲ－０４６］
【０１０８】
　香味料ポンプは、ポンプへの空気流内に取り付けられたソレノイド弁を使用して稼動さ
れるべきである。［ＳＦＲ－０４７］
【０１０９】
　香味料ポンプは、±１０％の精度で取り分けられた量の香味料を供給すべきである。［
ＳＦＲ－０４８］
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【０１１０】
　全部で８つの香味付けされた流体と水と氷と最大２つの手作業で加えられた添加物のタ
イプとを含む各スムージーのために使用される成分材料の量は、分与アルゴリズムによっ
て決定されるべきである。［ＳＦＲ－０８０］
混合
【０１１１】
　混合プロセスは、カップ内での成分材料の実際の混合とこれに続く次の混合サイクルの
ためにブレンダーブレードが清浄であることを保証するための洗浄サイクルとを含む。
【０１１２】
　混合動作は、分与動作とは非同期であるべきである。［ＳＦＲ－０４９］
【０１１３】
　混合動作は、進行中の混合プロファイルによって決定されるべきであり、また２０秒以
下の時間をかけるべきである。［ＳＦＲ－０５０］
【０１１４】
　混合動作は、調合および洗浄という２つのステップからなるべきである。［ＳＦＲ－０
５１］
【０１１５】
　ミキサーは、製氷機と冷却基部とに取り付けられたモジュールとして設計されるべきで
ある。［ＳＦＲ－０５２］
【０１１６】
　ミキサーモジュールは、ミキサースピンドルとブレードと直線状スライドと水ノズルを
有するカップ保持具とからなるべきである。［ＳＦＲ－０５３］
【０１１７】
　ミキサーモジュールにアクセスするために保護ドアは上げられなくてはならない。［Ｓ
ＦＲ－０５４］
【０１１８】
　ミキサーモジュール・ドアは、ドア位置を位置決めし、締め出しをもたらすマイクロス
イッチを含むべきである。［ＳＦＲ－０５５］
ミキサーの動作シーケンス
【０１１９】
　飲物がカップ保持具の中に入れられてドアが閉じられる。
【０１２０】
　ドアの閉鎖が識別されたときミキサーは、混合プロセスを開始すべきである。［ＳＦＲ
－０６５］
【０１２１】
　ミキサースピンドルは、定位置から２．５インチ、飲物カップ内に降下するように（直
線状スライドを介して）調整されるべきである。［ＳＦＲ－０６６］
【０１２２】
　最初の接触の後にミキサーブレードは稼動されるべきである。［ＳＦＲ－０６７］
【０１２３】
　スピンドルは、最初の係合点に３秒間留まるべきである。［ＳＦＲ－０６８］
【０１２４】
　スピンドルはそれから、約７５％のカップの深さまで飲物内に下がるように調整される
べきである。［ＳＦＲ－０６９］
【０１２５】
　スピンドルは、この位置に１５秒間留まるべきである。［ＳＦＲ－０７０］
【０１２６】
　スピンドルはそれから、最初の位置に戻って、ある期間の間、混合を続けるべきである
。［ＳＦＲ－０７１］
【０１２７】
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　完了するとミキサーブレードは停止されるべきあり、スピンドルはそれの定位置に戻さ
れるべきである。［ＳＦＲ－０７２］
【０１２８】
　それからドアが開かれ、飲物は取り出されて提供される。
ミキサー洗浄プロセス
【０１２９】
　ミキサーシーケンスの後にモジュールはミキサードアが閉じられたとき洗浄プロセスを
開始すべきである。［ＳＦＲ－０７３］
【０１３０】
　洗浄プロセスは、スピンドルが混合空洞内に下げられてスピンドルブレードが稼動され
ることから始まるべきである。［ＳＦＲ－０７４］
【０１３１】
　ミキサー洗浄サイクル時にスピンドルブレードが稼動された後に水ソレノイドは３秒間
稼動されて、スピンドルと空洞とをすすぎ噴霧し始めるべきである。［ＳＦＲ－０７５］
【０１３２】
　水の流路に接続された空気ソレノイドは、ミキサー洗浄サイクル時に高圧水噴射を行う
ように稼動されるべきである。［ＳＦＲ－０７６］
【０１３３】
　モジュールは、水に消毒剤を加えて動作するように設計されるべきである。［ＳＦＲ－
０７７］
【０１３４】
　ユニットは、消毒剤の液切れ検出できるべきである。［ＳＦＲ－１０４］
【０１３５】
　ミキサー洗浄サイクルが終了したとき、ソレノイドは停止されてすすぎ水は排出される
。［ＳＦＲ－０７８］
【０１３６】
　ミキサー洗浄サイクルは、５秒以下の時間をかけるべきである。［ＳＦＲ－０７９］
混合プロファイル
【０１３７】
　混合プロファイルは、混合動作時に実行されるべきステップを決定する。混合プロファ
イルにおける各ステップは、スピンドルの速度と時間（どのくらいの期間どのくらいの速
さで）ならびに位置（滞留時間を伴う）を指定する。
【０１３８】
　通常の添加物含有混合プロファイルは、各カップサイズのために利用可能であるべきで
ある。［ＳＦＲ－０５６］
【０１３９】
　非分与添加物が選択されるときミキサーは、添加物混合プロファイルを使用すべきであ
る。［ＳＦＲ－０５７］
【０１４０】
　非分与添加物が選択されないときミキサーは、通常の混合プロファイルを使用すべきで
ある。［ＳＦＲ－０５８］
【０１４１】
　混合プロファイルは、消費者による設定が可能であるべきである。［ＳＦＲ－０５９］
ユーザインタフェース・コントローラ（ＵＩＣ）
【０１４２】
　表示装置使用は、「ＯＰＴＲＥＸ　Ｆ－５１８５１　ＧＮＦＱＪ－ＬＹ－ＡＮＤ」また
は同等物であるべきである。［ＳＦＲ－０６０］
【０１４３】
　ＵＩＣは、ＦＡＴｌ６でフォーマットされたＵＳＢ貯蔵デバイスの取り扱いをサポート
するべきである。［ＳＦＲ－０６１］
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【０１４４】
　ＵＩＣはＣバスに接続できるべきである。［ＳＦＲ－０６２］
【０１４５】
　ＵＩＣはワン・プレス・オンザフライ言語スイッチ（１－ｐｒｅｓｓ　ｏｎ－ｔｈｅ－
ｆｌｙ　ｌａｎｇｕａｇｅ　ｓｗｉｔｃｈ）を備えるべきである。［ＳＦＲ－０６３］
【０１４６】
　ＵＩＣはＰバスマスターであるべきである。［ＳＦＲ－０６４］
システムリレー基板
【０１４７】
　電源投入
【０１４８】
　リレー基板は、充填される流体とブレンダーの数とを含むシステム構成を決定すること
と、ブレンダー制御基板に中継することと、に関与するべきである。
ブレンダー制御基板
【０１４９】
　周辺バス（Ｐバス
【０１５０】
　周辺バスまたはＰバスは、ユーザインタフェース・コントローラをシステムの周辺機器
（システムリレー基板およびミキサー制御基板）に接続すべきである。［ＳＦＲ－０８７
］
【０１５１】
　物理層
【０１５２】
　周辺バスまたはＰバスは、ＲＳ－４８５を使用すべきである。［ＳＦＲ－０８８］
ＳＦＲ：０８８
【０１５３】
　ＳＦＲ：０８９　周辺バスまたはユーザインタフェース・コントローラはバスマスター
（クライアント）であるべきである。［ＳＦＲ－０８９］
【０１５４】
　プロトコル
【０１５５】
　ＰバスはモッドバスＲＴＵを使用すべきである。［ＳＦＲ－０９０］
【０１５６】
　通信バス（Ｃバス）
【０１５７】
　物理層
【０１５８】
　プロトコル
【０１５９】
　ユーザインタフェースおよび構成／セットアップモード
【０１６０】
　製品モード－付録Ａを参照のこと。［ＳＦＲ－０９１］
【０１６１】
　システム・セットアップ・モード－付録Ａを参照のこと。［ＳＦＲ－０９２］
【０１６２】
　ＳＦＲ：０３９
【０１６３】
　用語「第１の」、「第２の」、「第３の」、「上の」、「下の」などが本明細書では種
々の要素を修飾するために使用され得ることも留意されるべきである。これらの修飾語は
、特に明記されなければ修飾された要素に対する空間的、順序的または階層的序列を意味
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しない。
【０１６４】
　本開示は１つ以上の例示的実施形態を参照しながら説明されてきたが、本開示の範囲か
ら逸脱せずに種々の変更が行われ得ることと本開示の要素に関して同等物が代用され得る
こととは、当業者によって理解されるであろう。更に、本開示の範囲から逸脱せずに本開
示の教えに特定の状態または材料を適応させるために多くの修正が行われ得る。したがっ
て本開示は考えられた最善の形態として開示された特定の実施形態に限定されず、本開示
は添付の請求項の範囲内に入るすべての実施形態を含むことが意図されている。

【図１】
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【図２】 【図３】

【図４】 【図５】



(19) JP 5566398 B2 2014.8.6

【図６】 【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１３ａ】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】
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【図２１】 【図２２】

【図２３】 【図２４】
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【図２５ａ】 【図２５ｂ】
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